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〔われの みみち にた V しきと〕 



なみな す 丘 はぼう ぼうと、 青き りんごの 色 

に 暮れ、 

大学生の タ ビング は、 口笛 軽く 吹きに 

けり。 

老いた る ミセス タッピング、 「去年な が 姉 は 

^ J > にして、 

中学生の 一組に、 花の ことば を教 

へし か。」 

弧光 燈に めくるめき、 羽虫の 群の あつ 



まりつ、 

川と 銀行 木の みどり、 

た そがる、。 



まち は しづか； 



選挙 



(もって 二十 を 贏ち 得ん や) はじめの 駑馬を や 



らふ もの 



(さらに 五 票 も かたから ず) 雪う ち嚙 める 次の 

騎者 

ま き 

(いかに やさら ば 太兵衛 一族) その 馬 弱く まだら 

なる 

(いなうべ が はじう ベが はじ) 懼る、 声 は そらに 

あり 



311 下の 宋屋 



あかり を 外れし 古 か > み 

て、 

啞の子 鳴らす 空 鋏。 

かゾ みは 映す 崖の はな、 

三日月 凍る 銀斜 子。 

沍 たつ 泥 を ほと ほと と、 

玻璃 戸の 冬 を 入り 来る。 



客 ある さまに みまも リ 



ち さき 祠に蔓 垂れて 



かまち にけ りて 支店長、 



のれん を あげて 理髪 技士、 

弟子の 鋏 を とりあぐ る。 



白き 衣 をつ くろ ひつ、 



祭日 二〕 



谷 権現の 祭りと て、 

むらがり 続く 丘 丘に、 

る。 



麓に 白き 幟た ち、 

^^の音の数のしどろな 



花 青 じろ き 稲む しろ、 水路の ヘリに た、 ずみ 

、 

の 曇りの こんにゃく を、 さ くさくさ くと 切りに 

- ) . 

保線 工手 



狸の 毛皮 を 耳に はめ、 

て、 

うつろ ふ 窓の 雪の さま、 

- 1 

雪 をお として 立 つ 鳥に、 

ば、 

仄かに 笑ま ふた まゆら を、 



シャブ 口の 束に 指 組み 

黄なる まなこに 泛 ベた 

妻が け は ひのしる けれ 

松 は 畳めり 風の そら。 



〔南風の 頰に 酸く して〕 

南風の 頰に 酸く して、 シェ バリエ ー 青し 光芒。 

天翔る 雲の エレキ を、 とりも 来て 蘇し なん や、 い 

ざ。 

種山ケ Is 



組合 理事ら は 

山猫 博士 は 

醸せぬ さか づき 

はるかに めぐりぬ 



藁の マント 

か はの ころも 

その 数 しらねば 

、-. て 

き 手 ゃ螺 



霜の まひるの はたご や) 



がらす ぞうる む 一 瓶の、 



酒の 黄なる を わかちつ、、 

ま め 

すがれし 大豆 をつ み 累げ、 

や、 

風 はの ぼり を はため かし、 

ひとり かすかに 舌 打てば、 

おも ぞ 

黒き 力 ー ドの面 反りの、 

づる。 

さらに はげしく 舌打ちて、 



そ > ろに 錫の 笛吹け る- 

よぼよぼ 馬の 過ぎ行く 

障子の 紙に 影 刷き ぬ。 

ひとり は 古き らしゃ 鞫_ 

わびしき もの をと リぃ 

を さ 

長ぞ まなこ を そらしぬ 



お ほかた 黒の 硅板岩 礫 を、 

ろみき。 

医院 

陶標春 をつ めたくて、 

水 うら 濁る 島の 苔、 

る。 



にギ」 りて- J そ はま ど 

水 松 も 青く 冴え そめぬ 

萱屋に 玻璃の あえかな 



〔けむり は 時に 丘 丘の〕 

けむり は 時に 丘 丘の、 栗の 赤 葉に 立ち まど ひ、 

あるとき 黄なる やどり 木 は、 ひかりて 窓 をよ ぎり 

けり。 

(あはれ 土 耳 古 玉の そらの いろ、 かしこ いづれ の 



天なる や) 

(かしこに あらず こ、 ならず、 われら はしかく 習 

ふの み。) 

(浮 屠ら も 天 を 云 ひ 伝へ、 三十 三 を 数 ふなり、 

上の 無色に いたりて は、 光、 思想 を 食め るの み。) 

そらの ひかりの き はみ なく、 ひるの たび ぢの 遠け 

れば、 

たま 

をと めは餓 ゑて すべ もな く、 胸なる 路を ゆさぶり 

ぬ。 



〔遠く 琥拍 のい ろな して〕 

遠く 琥拍 のい ろな して、 春べ と 見えし この 原 は、 

枯草を ひたして 雪げ 水、 さ、 V めきし げく 奔る なり 

峯には 青き 雪け むり、 裾 は 柏の 赤ば やし、 

雪げ の 水 はきら めきて、 た、 V ひたすらに まろぶな 



はじめは 潜む 蒼穹 に、 

と、 

面さ へ 映えて 仰ぎし を 

まし さ、 

澱粉 堆と あざわら ひ、 

いた > き すべ る 雪雲 を 

すみぬ。 



あはれ 鵞 王の 影供ぞ 

いま は 酸え してお ぞ 

腐せし 馬鈴薯 とさげ 



ち ひさきび やう や 失 ひし 

プ J 、 

あしたの 風 は とどろきて 

るら し。 



旱俟 



あかり またたく この 門 

ひとは はかなく なほ 眠 



雲の 鎖 や むら 立ち や、 森 はた 森の しろけ む 

■ ■I 、 

鳥 はさながら 禍津日 を、 はなる とば かり 群れ 

去りぬ。 

野 を 野の かぎ リ旱 割れ 田の、 白き 空 穂の なかに し 

て、 

術 を もしら に 家長た ち、 むなしく 風 をみ まも 

りぬ。 



〔老いて は 冬の 孔雀 守る〕 



老いて は 冬の 孔雀 守る、 蒲の 脛巾と か は ごろ 

ち、 

園の 広場の 午后 二 時 は、 湯 管の むせび た > ほ 

Q ゝ 

力 

あるいは くらみ また 燃えて、 降りく る 雪の 縞な す 

ま、 



青 瓊玉か > やく 天に、 れいろうの 瞳 を こら 

し、 

あ く か さかえ か 

これ はこれ 悪業 乎 栄光 乎、 かぎす ます 北 斎の 雪。 

歯科医院 

ま 夏 は 梅の 枝 青く、 風な き 窓 を 往く蟻 や、 

碧空の 反射の なかに して、 うつつに めぐる 鑿ぐ る 

ま。 



退 耕 



ものな ベ てうち 訝しみ、 

黄の 上着ち ぎる、 ま、 に 

リサイタル 

演奏会 せんとの しらせ、 

^ ず 

豚 はも 金 毛と なりて、 



こ ゑ 粗き 朋らと ありて、 

栗の 花降リ そめに けり。 

いでなん に はや 身 ふさ 

はてしらず 西日に K 



けむり 停まる みぞれ 雲、 

さ ま 

大工 業の 光景な りと、 



峡を覆 ひて ひくければ、 

技師 も 出で たち 仰ぎけ り。 



早春 



黒雲 峡を 乱れ飛び 技師ら 亜炭の 火に 寄りぬ 

げ にも ひとびと 祟む る は 青き Gossan 銅の 脈 

わが 索む る はまこと のことば 



雨の 中なる 真言な り 



来々 軒 



浙 江の 林 光文 は、 

そが 弟子の 足 を ゆびさし、 

ず。 



か 5- やかに まなこ 瞠き、 

禀； 



く 

雪し ろき まちに したが ひ、 

ヽ o 



たそがれの 雲に さから 



林 館 開業 



凝灰岩 も て 畳み 杉植ゑ て 、 

南 銀河と 野の 黒に、 



麗姝六 七な まめかし、 

その 漏々 を ひらきたり。 



早 池 峯山巔 



石絨 脈 なまぬるみ、 

いは か、 V み ひそかに 熟し、 

りぬ。 

八重の 雲 遠くた、 へ て、 

白堊 紀の古 きわだつ み、 

とし。 



苔し ろき さが 巌 にして、 

ブリュ —ベル 露 は ひか 

西 東 はて を しらねば、 

なほこ、 にあり わぶ ご 



社会 主事 佐 伯 正 氏 

群れて か > やく 辛夷 花樹、 雪し ろた、 くね こやな 

ぎ、 

さと ひと やぶ さ 

風 は 明るし この 郷の、 士はそ > ろに吝 けき。 

まんさん として 漂へば、 水い ろ あはき 日曜の、 



地蔵 菩薩の すがたして、 

縞の 粗 麻布の 胸し ぼり、 

丹 藤に 越 ゆる 尾根の 上に、 

. ) 



栗 を 食う ぶる 童 と、 

鏡 欲 りする その 姉と。 

なまこの 雲 ぞうかぶな 



廃坑 



春ち かけれ ど坑々 の、 

事務所 飯場 もお しなべ て、 

みちをな がる、 雪 代に、 

でつ、 

しばし 閲 して まもりび と、 

る。 



祠は 荒れて 天 霧し、 

鳥の 宿りと か はりけ り- 

錢 びし ナイフ をと りい 

さびしく 水 を はね こ ゆ 



一 n 田 業 



紀念 写真 

学生 壇 を 並び 立ち、 教授 助教授み な 座して、 

つめたき 風の 聖餐 を、 かしこみ 呼ぶ と 見えに けり _ 

(あな 虹 立てり 降るべし や) 

(さなり かしこ はしぐ るら し) 

…… あな 虹 立てり 降るべし や …… 

さなり かし， はしぐ るら し 



〔われの みみち にた ゾ しきと〕 

われの みみち にた、 V しきと、 ちちの いか リを あざ 

わら ひ、 

ははの なげき を さげすみて、 さ こそ は 得つ る やま 

ひゆ ゑ、 

こ ゑ はむな しく 息 あへ ぎ、 春 は 来れ ども 日に 三 

たび、 

あせう ちな がしの たうてば、 すがたば かり は録さ 

れし、 



下品 ざんげ の さまな せり- 

旱 割れ そめに し 稲沼に、 

待宵草に 置く 露 も、 

鬼げ し 風の 襖 子 着て、 



いまころ ころと 水 鳴りて 

睡 たき 風に 萎むな り。 

児ら 高らかに 歌 すれば、 



の、 

古き 岩 頸の 一 列) 

るかな。 



氷霧 あえかの まひ 



からく みやこに たどりけ る、 芝 雀 は 旅 を ものが 

たり、 

「その 小屋掛けの うしろに は、 寒げ なる 山に よき 

によき と、 

立ちし」 とば かり 口つ ぐみ、 とみに わら ひに ま 



そのこと まことう 



渋茶 を しげに のみして ふ、 



こよ ひの 闇 は あたたかし、 風の なかに てな かん 

など、 

ステッキ ひけり にせものの、 黒の ステッキ また ひ 

蝕む 胸 を まぎら ひて、 こぼと 鳴リ 行く 水の 

はた、 

ひ け かつ お ほいし な 

くらき 炭素の 燈に 照りて、 飢饉 供養の 巨石 並め 

- ) 



キネ オラ マ、 寒天 光の た、 V なかに、 ぴ たと 煙 

草 を なげうちし、 

上等兵の 袖の 上、 また 背景の 暁ぞら を、 雲 ど 

しどし と 飛びに けリ。 

そのと き 角の せんたくや、 まったく もって 泪 をな 

、、ゝ ノ 、 

力し 

やがて ほそぼそ なみだ かわき、 すがめ ひからせ、 

トン ビの えり を 直したり けり。 



「水槽 松に まじら ふ は、 

たかな。」 

佳 . 

1さ 口， 



クロス ヮ— ドの すが 



.ら へはなくて 風 吹 



「かしこに 立てる 槍の 木 は、 

パ ンの 神に も ふさ はしき。」 

云 ふ。 



片枝 青， 

声 いらだちて さら. 



「かの パス を 見よ 葉桜の、 

て、 



列 は 氷 雲に 浮きいで 



みなかみに ふと ひらめく は、 月魄の 尾根 や 過ぎけ 

ん。 

橋の 燈も顫 ひ 落ちよ と、 まだき 吹く みなみ 風 

力 < ？ 

あ、 梵の聖 衆 を 遠み、 たよりなく 春 は 来ら 

し を。 

電線の 喚び の 底 を、 うち どもり 水 はなが 



地平 は 雪と 藍の 松、 氷 を 着る は 七 時雨、 

ばらの むすめ はくつ ろぎ て、 けいとの まりをと り 

いでぬ。 



化物 丁昜 



すな どり びとの かたちして、 

げの、 



つるはし、 るる >ん.：11カ 



白髪 かざして 高 清 は、 ブロ ー ジット と 云へ 

るな リ。 

松の 岩 頸 春の 雲、 コップに 小く 映るな 

り 

ゲメ ンゲラ ー ゲ さながら を、 焦げ 木 はかつ とに ほ 

-ヽ -fk } 。 

J なリ 

額を拍 ちて 高 清 は、 また 鶯を 聴け るな リ- 



〔鶯宿 はこの 月の 夜 を 雪 降る らし〕 

鶯宿は - J の 月の 夜 を 雪 降る らし。 

鶯宿 はこの 月の 夜 を 雪 降る らし、 黒雲 そこにて 

た， V 乱れたり。 

七つ 森の 雪に うづみ しひと つなり、 けむりの 下 を 



月の 下なる 七つ 森の その 二つな り、 オリオンと 白 

き 雲と をいた、 V ける もの。 

七つ 森の 二つが なかの ひとつな り、 鉱石な ど 掘り 

しあとの ある もの。 

月の 下なる 七つ 森の なかの 一つな リ、 雪白々 と 裾 

を 引く もの。 

月の 下なる 七つ 森の その 三つな リ、 白々 として 起 

伏す る もの。 



けり。 

連れて 翔け こし むらす > め、 たま ゆらり うと 羽 は 

りて、 

沈む ゃ宙 をた ちまち に、 りうと 羽 はり 去りに 

ナ り。 



涅槃 堂 



烏ら の 羽音 重げ に、 雪 はな ほ降リ やまぬ らし。 

わがみぬ ち 火 はな ほ然 へて、 しんしんと 堂は埋 

る ゝ 

風 鳴りて 松の さ ざめ き、 またし ばし 飛び かふ 鳥 や _ 

雪の 山 また 雪の 丘、 五輪 塔 数 を しらず も。 



廐肥 を はら ひて その 馬の、 まなこ は 変る 紅の 竜、 

けいけい 碧き びい どろの、 天 を あがきて とらん と 

す。 

黝き菅 藻の 袍 はねて、 叩き そだた く 封 介に、 

雲の のろし はと V ろき て、 こぶしの 花 もけ むるな 



日本 里 長 森 を 出で、 小手 を かざして 刻 を 

見る 

鬚む しゃむし やと 物 喰む や、 麻布 も 青く けぶ るな 

- ) 

日本の 国の みつぎと り、 里 長 を 追 ひて 出で 来 

, 、 

えり を ひらきて はたはたと、 紙の 扇 を ひらめかす- 

巨豚ョ ー クシ ャ 銅の 日 を、 こまの ごとくに かた 

むきて、 



国土 



青き 草 山 雑木 山、 

ありと も わかぬ 襞 ごとに、 

一 石 一 字 をろ がみて、 

けん、 

寿 量の 品 は 神 さびて、 



はた 松 森と 岩の 鐘、 

白雲よ どみ か > やきぬ _ 

その かみ ひそに うづめ 

みねに その をに 鎮まり 



二、 あかつち いけに か > まりて、 烏 にごりの 水の 

めり。 

あはれ つたなき ソプラノ は、 ゆ ふべ の 雲に う 

ち ふる ひ、 

灰 まきび と は ひらめきて、 桐の はたけ を 出 

できた る。 



四時 



時し も 岩 手軽 鉄の、 待合室の 古 時計、 

つま づきながら 四時うて ば、 助役 たばこ を 吸 ひや 

めぬ。 



時し も赭 きひの きより、 

雪の 紳士の はな づ らに、 

時し も 土手の かなたなる、 

視察の 件 を 可決して、 



農学 生ら 奔 せいで て、 

雪の つぶて を なげにけ り _ 

郡役所に は 議員た ち、 

はたはたと 手 を うちにけ リ_ 



雲 紫に 日 は 熟れて、 

や、 

川 は 川と て ひたすらに、 

たまたま その子 口 あきて 

元 信 斎 は 歯軋りて、 

蒼蠅 ひかりめ ぐら かし、 

た、 V 恩人 ぞ 導師 ぞと、 



青ら みそめし 野い ばら 

八 功徳 水な がしけ リ。 

楊の 梢に 見と るれば、 

石 を 発 止と 投げつ くる。 

練 肥 を 捧げて その 妻 は、 

おのが 夫 をば 拝むな リ。 



エナメルの 雲 鳥の 声、 唐黍 焼き はみ て やす 

ら へば、 



熱く 苦しき その 業に、 

. ) . 



黄昏 



遠き 晴 事のお も ひ あ 



花 さける ねむの 林 を、 さう さう と 身 も か はた 



〔うたが ふ を やめよ〕 

うたが ふ を やめよ、 林 は 寒く して、 

いささかの 雪 凍りし き、 根 まがり 杉 ものび て ゆ 

る、 を 

胸 張りて 立てよ、 林の 雪のう へ、 

青き 杉 葉の 落ちち りて、 空に は あまた 烏な ける を- 



そら ふかく 息せ よ、 

烏い くむれ あらそへば、 

る を。 



杉の うれた かみ、 

氷霧 ぞ さっと ひかり 落つ 



電気工 夫 



(直き 時計 はさま 頑く、 

さは あれ 攀ぢ る電 塔の、 



ぞう 



憎に 鍛 へし 瞳 は 強し) 

四方に 辛夷の 花 深き。 



風 ふきて 広場 広場の たまり 水、 いちめん ゆれて 

さヾ めきに けり。 

こ はいかに 赤き ず ぼんに 毛皮な ど、 春 木な がしの 

人の いちれつ。 

なめげ に 見 高らかに 云 ひ 木 流しら、 鳶を かつぎて 

過ぎ行きに けリ。 

列す ぎて また 風 ふきて ぬかり 水、 白き 西日に さ > 



中尊 寺 〔 一 〕 

七重の 舎利の 小 塔に、 蓋な す や 緑の 燐光。 

大盗は 銀の かたびら、 をろ がむ とま づ膝 だてば、 

赭 のまな こた、 V つぶらに て、 もろの 肱 映え か、 V や 

ナり。 



手 触れ 得ず 十字 憐光、 大盗は 礼して 没 ゆる。 



やがて 四時 ともなりなん を、 当主い まだに 放 たれ 

ず、 

外の 面 は 冬の むらがらす、 山の 片面の か、 V やけ 

る。 



(山 はみ な 湯 噴きいで しぞ) 髪赭 きわら ベの ひと 

- ) . 

(われらみ な 主と ならん ぞ) みなかみ はたが ねう 

つ 音。 

お ぞの蟇 みちをよ ぎりて、 にごり 谷け ぶ リは白 

し。 



黒き 葡萄と 噴きいで て、 

ぬ。 



I 卞か、 X やき むらがり 



さも まがつ びの すがたして、 

なれば、 

朝焼けう つす いちいちの、 

れつ。 



あまりに くらき いろ 



窓 はむな しく とざさ 



七面鳥 はさまよ ひて、 

つら ひ、 

小き 看護 は 窓に 来て、 



ゴブ ルゴ ブルと あげ 

あな やなに ぞ といぶ 



七つと 五つ ある はた >、 一 つの 雲と 仰ぎ見き 



賦役 



みねの 雪より いく そた び 

萌 えし 柏 をと、 V ろかし、 

む。 



風 は あ を あ を 崩れ 来て 

きみかげ さう を 軋らし 



おのれと 影と た > ふたり、 あれと 云 はれし 業 なれ 

ば、 

ひね もす 白き 眼して、 放牧の 柵 をつ くろ ひぬ „ 



〔商人ら やみて いぶせき われ を あざみ〕 



商人ら、 やみて いぶせき われ を あざみ、 

ま ばる かの. に 鳴る。 



ましろき そらの 蔓 むらに、 

黒き 砂糖の 樽 かげ を、 

病みに 恥つ むこの 郷を、 

つめたく すぐる 春の 風 かな 



雨 をい となむ みそ さ、 V い 

ひそかに わたる 昼の 猫。 



風 底 



雪け むり 閃めき 過ぎて、 ひとしば し 汗 をぬ ぐへば、 

布づ つみにな ふ 時計の、 リ リリリ とひ、 V きふるへ 

る。 



〔雪げ の 水に 涵 されし〕 



雪げ の 水に 涵 されし、 御料 草地の どての 上、 



犬の 皮 着て た、 V ひとり、 董 外線 をい 行く もの。 

ひかりと > ろく 雪 代の、 土手の きれ 目 をせ な 円み、 

兎の ごとく 跳ねた る は、 かの 耳し ひの 牧夫な るら 

ん。 



病 技師 〔二〕 



〔西の あ を じろ がらん 洞〕 



西の あ を じろ がらん 洞、 一 むら ゆげ を はきだ 

,ff ば、 

ゆげ は ひろがり 環 をつ くり、 雪のお 山 を 越し 申す。 

わさび 田 ここにな さんと て、 枯 草原に こしおろ し、 

たばこ を 吸へば この 泉、 た、 V ごろごろと 鳴り 

申す。 



それ わさび 田に 害 ある もの、 一 に は 野馬 二に は 

8、 

三に は 視察、 四に は税、 五 は 大更の 酒屋な り。 

山 を 越した る 雲 かげ は、 雪 を そ、 ろに すべり 

おり、 

やがて は 藍の 松 こめや、 虎の 斑 形 を 越え 申す。 



燈を 紅き 町の 家より、 いつはり の 電話 来 

れば、 

(うみべより 売られし その子) あわた、. -し 白木の 

ひのき。 



雪の 面に 低く 霧して、 

を、 

あ、 鈍び し 二重の マント、 

ヽ 



桑の 群 影 ひくな か 

銅 版の 紙片 をお も 



底本 ： 「新修 宮沢賢 治 全集 第 六卷」 筑摩 書房 

1980 (昭和お) 年 2 月！ 日 初版 第 ー 刷 発行 

※底本 は、 1 作品が 1 ぺ ー ジに おさまる ように 行間 を 

調整して いる。 ただし、 この ファイル では、 作品の 末 

尾に そのつど 



と 書き込む - J と はせ ず、 頁の 変わり目) J とに 3 行 を あ 

けた。 

※底本 は、 「作者 専用の 詩稿 用紙に 書かれた 詩篇 を収 

録 し」、 多くの 詩篇で、 詩稿の 形式に 合わせて 上下に 二 

句 を 配置し、 字間 スぺ— ス など を 調整して 下の句の 頭 

が 横に そろうよ うに 組んで ある。 この 形 を 取って いる 

詩篇に 関して は、 本 ファイル でも、 句 間 を 最低 全角 2 

字 空けと し、 下の句の 頭 を 横に そろえた。 

入力 - junlc 

校正 ： 今 井忠夫 

2 003年9月4日^:成 
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(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



